


















































































































































































































































①とても思う・ ・ ・ ・ ・ ・ ・1 4人
②思う ・・・・ ・ ・ ・ ・ ・1 0人
③あまり思わない ・・・・・・ 2人
④思わない.........0人
03Aお話ミュージアムで読みたい本がありましたか。
①ある ・・・・・・・・・・ 24人
②なし、...........2人
〇あると答えた人にききます。なぜ読みたいとおもい
ましたか。
①興味がわいた・・・・・・ 10人
②おもしろいと感じた・・・ 10人
③お気に入りポイントをさがしたいと思った..3人
私が書いたお話プックを2年生が読んでくれて「ま
た読みたい」と言ってくれたので嬉しかった。（りこ）
違う昔話を読みたくなったし昔話はおもしろいと
思いました。（さとし）
「読みたかった本ありますか。」で自分のお話ブック
がでてきたからうれしかった。（ひろし）
わたしは三年とうげをやるまでは民話や昔話にあま
り興味がなくて，お話ブックや三年とうげをやってお
もしろいところがわかって興味を持ちました。（えみり）
5 成果と課題
本研究の課穎としては以下の点がある。まず「情景」
について学習し，自分の好きなt青景に付箋を貼ってい
った点である。並行読書した本の中に付箋を貼ってい
くのだが，好きな情景描写をさがすのではなく，単に見
つけた情景描写に貼っている児菫もいた。見つけだ情
景の中から次は自分のお気に入りを決める時間を設定
するなどの支援を行うことが必要である。また，民話や
昔話のおもしろさを伝えるための活動であるというこ
とをもっとおさえておくことで目的意識を焦点化させ
ることができる。
次に民話や昔話の紹介する活動についてである。子
どもたちは低学年の子に民話や昔話のおもしろさを知
ってほしいと考え，紹介することにした。しかし，見つ
けたお気に入りポイントをもとに紹介文を書いたお話
ブックは第3学年の内容であり，低学年には難しかっ
た。指導の内容と低学年対象の紹介活動がびったりと
かみ合わなかったところもあり，低学年を意識した紹
介活動も必要だと感じた。また，紹介するお話ブックを
作るだけでなく，一人一人が役割を持って紹介をでき
るような取り組みが必要であった。相手意識を持たせ
活動することにより，自分が見つけた民話や昔話のお
もしろさが伝わったときのうれしさや達成感を味わえ
るようにできていればと後悔している。
成果としては，授業後のアンケートで全員が民話や
昔話に「とても奥味を持った」「興床を持った」と回答
していたことである。民話や昔話の本を読みたいと「あ
まり思わない」と回答した児童も，教室内の本を読み切
ってしまっていたという意見であった。「三年とうげ」
で見つけたおもしろさを違う本でも見つけ，紹介する
ことで民話や昔話に接する機会が増え，興味を持つこ
とができたのではないかと感じた。また，紹介するため
のお気に入りポイント探しを授業内容とリンクさせる
ことで，物語の気に入ったところをより紹介しやすく
なったのでないかと考える。中には普段あまり本を読
まない児童が読書の時間に教室に用意した昔話の本を
手に取り，読んでいることもあった。
口承文化として今日まで伝えられている民話や昔話
はやはり物語のリズムや表現，展開などおもしろさが
あるからこそである。子どもたちの感想からは民話や
昔話のおもしさを感じる部分があった。子どもたちの
感じたことをこれからも生かしながら授業を進めてい
きたい。
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